４．埼玉県本部　研修経費助成要領

１．目　　的

組合員の土地有効活用を目的とする資産管理事業に関する啓発促進、および後継者対策のため、ＪＡが組合員を対象として開催した講習会・研修会等の経費について、一部を助成する。

２．支出基準

（1） 埼玉県本部の事業の主旨を良く理解し、協力的なＪＡであること。

（2） 埼玉県本部と開催内容について、事前に協議すること。

（3） 組合員の資産管理事業のため、積極的に体制を整備しようとしているＪＡであること。

３．支出対象および金額

（1） 支出対象

ＪＡ主催（資産管理部会等との共催を含む）の講習会・研修会等で、次の経費（税務上の交際費に該当する支出は除く）とする。

1． 弁護士・税理士等の講演料

2． 参加者へのお茶代・食事代等

3． 会議室使用料

4． 資料作成代

5． バス代等（専ら資産管理事業に関する視察等が行程を占め、宿泊を伴う場合は視察先と宿泊先との合理性のあるものとし、本要領の目的にかなっている場合に対象とする）

（2） 支出金額

1． 開催経費（ＪＡ負担額とする）の２分の１を助成する。開催経費とは、上記（１）の費用から参加費を除いた実ＪＡ負担額とする。

2． 資産管理事業の啓発促進を目的としたもの

（ア）１ＪＡ年２回を上限とする。

（イ）１ＪＡ年50,000円（不課税）を上限として助成する。

3． 後継者対策を目的としたもの

（ア）１ＪＡ年２回を上限とする。

（イ）１ＪＡ年50,000円（不課税）を上限として助成する。

4． 一つの開催で上記イ・ウを兼ねて開催したときは、いずれか選択によるものとし重複支出はしない。

（3） 広域合併ＪＡについては、単位名称（例：基幹支店・事業部）毎に１ＪＡとみなすものとする。

４．支出手続き

（1） ＪＡからの申請書（研修会毎）を審査の上、支出する。
（2） 申請書受付締切日　令和８年３月３１日（埼玉県本部着）
1． 申請書類

2． 申請書（別紙）

3． 組合員への開催通知文書

4． 講習会・研修会等の資料

5． 出席者名簿

6． 経費領収書の写し（バス代等が含まれる場合は、行程表を添付する）

　　　　

５．支出時期

埼玉県本部は、ＪＡからの申請書受付日を基準にして、毎月末日締めにて、翌月１５日にＪＡに支出する。ただし、金融機関休業日にあたる場合は、翌営業日に支出する。

（別紙）

令和　　年　　月　　日　　　　
全国農業協同組合連合会埼玉県本部

県本部長　　　　　　　　　　殿

農業協同組合　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事組合長　　　　　　　　印　　　　　
研修経費の助成について（申請書）

埼玉県本部研修経費助成要領に基づき、下記のとおり実施しましたので、経費の一部を助成願いたく申請いたします。

記

1. 申請金額　：　　　　　　　　　円（不課税）

2. 講習会・研修会名　：

3. 開催区分　：　資産管理事業の啓発促進 ・ 後継者対策
4. 開催日時　：
5. 開催場所　：
6. 経費明細　：
	
	支　出　内　容
	金　　額（円）

	1
	
	

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	

	1 小　　　　計（消費税軽減 8％）
2 小　　　　計（消費税　　10％）
	

	3 参　加　負　担　金（▲）
	

	4 対象となる開催経費〔①×100÷108〕
5 対象となる開催経費〔(②－③)×100÷110〕
	

	申請金額〔（④＋⑤）×1/2〕(但し、上限額※まで)
	


（上限額※は、資産管理事業の啓発促進・後継者対策、各50,000円。重複適用なし）

７．添付資料　 :　
（開催通知文書、講習会・研修会資料、出席者名簿、経費領収書の写し）

以上
- 14 -

